特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　1月１３日　338号

七草摘み　70人で大成功
前日準備の竹椀つくり、そして七草摘みの場所の下調べ、

事前の七草摘みと土落とし、木炭や七輪、まな板と包丁、ざるや寸胴鍋・土鍋、白米や赤米調味料の準備、そして七草の解説資料つくり、毎年のことながら事前準備では小物にわたって目を通さなければ、一つ不足すると動きが止まってしまいます。木津川と言う何もないところでのイベントは本当に大変です。ところが皆さん大きなトラブルもなくスイスイとこなしています。初めてならかなりぎくしゃくするところですが、慣れたものでした。風が強くて寒さも大変厳しかったのですが、雨の心配がなくテント張りの手間が省けて大助かりしました。
大手4社が取材　7日朝刊に掲載
この日は市内の新聞記者4社が取材に来られた。開会時に全部そろっての事でした。これまでなかった事でした。開会挨拶に引き続いて参加者全員の自己紹介と間違いやすいものの説明等があり、子ども達には古代衣装をまとって戴いて摘んでくれました。11時30分に戻って七草の刻みを囃子歌と手拍子で応援して慣れない手つきで包丁を使ってくれました。こうした記事は翌朝に4社とも華々しく楽しい取組としてまた正月明け新春のイベントして紙面を飾りました。
当日NHK/TV夕方と夜の2回放映される
昨年に引き続きNHK・TVも撮影に力を注いでいました。参加者全員が声を揃えて手拍子を取ってにぎやかな七草刻みが進み真剣な撮影がされていました。この日の夕方の京都版や近畿版、そして全国版で放映されたとのことでした。
参加者の声では、昨年に引き続き来た、とか3年目になると言った声が聞かれました。そして正月の初めての屋外イベントを大変楽しみにしているのですと言った感想も沢山の方から聞かれました。徐々に新春の風物詩として人気が出てきたようです。そして毎年聞かれるのは、七草がこのように野原で摘み取ることが出来るとは考えも及ばないことで驚きましたとのことでした。
京都国民文化祭リーフ（京都府下に配布されている）
「京都文化年イベント絵巻」にて「七草摘み」を紹介
国民文化祭の為のリーフの内容に応募して欲しいとの連絡があり、七草摘みを申請致しました。年末に発行された京都文化年イベント絵巻の１ペーシに紹介され、京都府下全域に届けられました。
会場にした京田辺市木津川田辺運動公園の管理地内では火気使用禁止とされていて七草粥の七輪で炊くことが出来なくて不自由をしています。また、公園におかれている移動式便所は常に鍵がかけられていて一般市民の利用が出来なくて不自由をしています。トイレ使用の許可にこれまで苦労しています。
NPO設立10周年記念　京都府植物誌目録ノート
年末から仕分作業、修正箇所のピックアップ作業、そして修正校正作業、分割校正の統合作業、そして第１次印刷原稿の最終点検作業を終えて11日に印業者にお渡しいたしました。本文192ページとなり、約200ページ記載植物は約4000項目となっています。いよいよ最終校正・点検に移ってまいりました。最終修正の為に上島さんは昼夜を問わず必死に点検を進めていただいています。納品日2月15日として全力を振り絞っております。1月20日には最終印刷原稿を仕上げなければなりません。スケジュール厳守の為に皆さまの絶大なご協力を集中的にお願いせねばなりません。よろしくご協力頼みます。
黒豆みそ造り　18日夜久野町で作ります。130kgの製造となりました。14日には黒豆の受取に播川さんたちが夜久野まで行って戴きます。　15日には黒豆を配分いたしますので事務所までお越しください。出来れば午前中にお越しください
炭焼き体験　15日
今回は炭焼きの実習に加えて、炭焼きの歴史や里山や森の役割等を学ぶことをいたします。午前10時に京田辺市中央公民館にご参集ください。午後は現地で原木の伐採作業を行います。
URからの返答分まだ届かず　-カスミサンショウウオ-
年末にURに提出した申入書への返答も、話し合った時のCDも年明け早々に届けるとのことでしたが。12日現在届けられていません。週明け17日には問い合わせてみます。
木津川沿川活動団体交流会　　22日（土）　13：00～16：00
カスミサンショウウオは「はたけどじょう」と言われて人間の身近にいる生き物だったのでしょう。京田辺で見つけた時は600個の卵でした。6匹の親がいると推察しました。産卵まで3年ぐらいが必要で、600の卵から成体になるのはごく少数で、成体になれるものはごくまれでしょう。京田辺の場合6匹の雌と数匹のオスがいるとの事でした。これで命の糸がつなげられているのです。貴重な生命が生き永らえられる環境条件が左右されるものだと感じました。京田辺市の人間は6万人面積は　43k㎡　　カスミサンショウウオの谷は50000㎡です。
近畿子どもの水辺交流会　23日　奈良市　県文化会館

544人の参加　後援・奈良県　京都府　大阪府　兵庫県　和歌山県

プログラム10時開会セレモニー11時グループ別交流会前半（活動発表）12時20分昼食　13時20分グループ別交流会後半（発表に基づいて質問等）14時50分全体交流会　16時散会
第28回京都木津川マラソン第2回実行委員会　18日　
里山の会は6部署を受け持ち　各責任者が出席します。
今年度は設立10周年記念の年です。

250人の会員になろうとご入会を呼びかけています。

絶大なご協力をお願いします
やましろ里山の会 メール　fddbw257＠ybb.ne.jp　電話0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/
月24日　（日）　13時から　京田辺市社会福祉センター
木津川沿川活動団体交流会

個人の方のご参加大歓迎
ご参加下さい　　　　　　　　　　　　

１）名古屋大学 夏原由博教授による講演　　「カスミサンショウウオと里山の生物多様性」

２）大阪市漁業協同組合　漁業環境委員会委員長　　北村光弘氏による活動発表　　　　「大阪湾の漁師と里山」

３）やましろ里山の会　常務理事　　山村武正氏による活動発表　「カスミサンショウウオの調査経過」
　　　　


















